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所
謂
「
バ
ブ
ル
崩
壊
」
以
降
、
我
が
国
の
一
人
当
た
り
賃
金
は
お
お
む
ね
横
ば
い
（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
推
移
し
て

い
る
一
方
、
大
学
に
お
け
る
入
学
試
験
の
検
定
料
や
授
業
料
等
は
一
貫
し
て
上
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
立
大
学
の
場
合
、

平
成
二
年
度
が
授
業
料
三
十
三
万
九
千
六
百
円
、
入
学
金
二
十
万
六
千
円
だ
っ
た
が
、
令
和
三
年
度
は
授
業
料
五
十
三
万
五
千

八
百
円
、
入
学
金
二
十
八
万
二
千
円
と
、
授
業
料
が
約
一
・
五
八
倍
、
入
学
金
が
約
一
・
三
七
倍
に
高
騰
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
間
、
労
働
者
の
非
正
規
雇
用
率
は
、
平
成
二
年
度
の
二
十
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
令
和
三
年
度
の
三
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
大
幅
に
上
昇
す
る
な
ど
、
雇
用
の
不
安
定
化
が
進
展
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
教
育
を
取
り
巻
く
家
庭
の
経
済
環
境
は
年
々

悪
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
や
受
験
に
か
か
る
費
用
が
大
き
い
こ
と
が
、
少
子
化
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
わ
が
立
憲
民
主
党
に
お
け
る
若
者
の
政
治
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
り
っ
け
ん
ユ
ー

ス
」
か
ら
も
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
政
策
提
言
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

都
市
部
で
は
、
大
学
受
験
を
目
的
と
し
た
塾
や
予
備
校
に
通
学
す
る
生
徒
が
多
く
、
よ
り
入
学
の
難
易
度
が
高
い
大
学
を

目
指
し
て
「
浪
人
」
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
地
方
で
は
、
大
学
受
験
を
目
的
と
し
た
塾
や
予
備
校
が
少
な
か
っ

た
り
、
住
居
の
近
隣
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
「
浪
人
」
し
て
塾
や
予
備
校
に
通
学
す
る
た
め
に
は
、
高
額
な
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授
業
料
に
加
え
、
交
通
費
や
下
宿
先
の
家
賃
な
ど
に
つ
い
て
も
大
き
な
金
銭
負
担
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
に

「
大
学
受
験
浪
人
」
を
断
念
す
る
家
庭
も
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
島
根
県
な
ど

一
部
の
県
に
お
い
て
は
、
公
立
の
高
等
学
校
に
「
補
習
科
」
を
置
い
て
、
安
価
な
授
業
料
で
、
卒
業
生
の
大
学
受
験
対
策
を

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
「
補
習
科
」
に
つ
い
て
は
法
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
が
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
「
補
習
科
」
を
法
制
化
す
る
と
と
も
に
、
設
置
促
進
の
た
め
、
一
定
の
財
政
措
置
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政

府
の
所
見
を
問
う
。 

二 

複
数
の
私
立
大
学
を
受
験
す
る
場
合
、
先
に
合
格
し
た
大
学
の
入
学
金
納
付
期
限
後
に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
る
大
学
へ
入

学
し
よ
う
と
す
る
と
、
先
に
合
格
し
た
大
学
へ
の
入
学
を
辞
退
し
て
も
、
納
付
し
た
入
学
金
の
返
還
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
に
施
行
さ
れ
た
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
不
返
還
特
約
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
が
、
入
学
金
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
受
験
生
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
私
立
大
学
の
財
政
基
盤
を
守
る
対
策
を
行
い
つ
つ
、
入
学
金
の
納
付
期
限
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
よ
う

な
立
法
措
置
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
所
見
を
問
う
。 

三 

地
方
在
住
者
に
と
っ
て
は
、
大
学
入
学
試
験
受
験
の
た
め
の
交
通
費
、
宿
泊
費
等
の
負
担
も
大
き
く
な
る
。
児
童
養
護
施
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設
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
里
親
な
ど
の
元
で
生
活
し
て
い
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
、
こ
う
い
っ
た

支
出
に
充
て
る
た
め
の
支
援
金
を
支
出
す
る
支
援
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
方
在
住
者
に
つ
い
て
も
、
国
に

お
い
て
同
様
の
支
援
制
度
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
所
見
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


